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GMOサイン連携機能とは
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GMOサイン連携機能とは

k-Reportの
帳票設定

GMOサインの
契約書

「GMOサイン連携」とはk-Reportの帳票設定＝GMOサインの契約書として機能させ、

「kintoneのレコード値を利用して電子契約書を自動的に生成し、相手先に送信出来る」

を実現します。
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GMOサイン連携機能とは

アプリ接続

帳票設定1
（契約書テンプレート1）

帳票設定2
（契約書テンプレート2）

帳票設定3
（契約書テンプレート3）

kintoneアプリ

選択可能契約書1

選択可能契約書2

選択可能契約書3

k-Reportで設定出来る契約書は

1帳票＝1契約書テンプレート

となっています。k-Reportで設定した契約書テンプレートは

kintone側では該当のアプリで契約書送信時に選択可能になります。



GMOサインとの連携設定の機能有効化



No.5

GMOサインとの連携設定の機能有効化

②GMOサイン連携の設定

画面を開きます

①アカウント情報を開きます
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GMOサインとの連携設定の機能有効化

②GMOサインの

・顧客ID

・シークレットキー

を入力してください

①機能を有効にしましょう

③必ず保存は忘れずに

入力した情報が正しい
かを確認する事も可能
です



契約書テンプレートの設定
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契約書テンプレートの設定

GMOサイン連携で使う契約書を帳票上で設定するには、帳票の属性設定を

・帳票タイプ ＝ レコード個別タイプ

・ページアップタイプ ＝ PDFテンプレートと同じ構成

に設定してください。この設定条件が揃わないと契約書として動作しない仕様になっています。

帳票タイプとページタイプを

指定する必要があります
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契約書テンプレートの設定

①帳票の設定画面の下部に

「GMOサイン連携設定」

のブロックが追加されていますので、

クリックして開きます。
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契約書テンプレートの設定

①この帳票を契約書としても利用する場合は

有効化します
②送信者追加ボタンを押して送信先の情報

を設定しましょう

③現在のkintoneのどのフィールドがこの契約書の各項目に該当するかを

設定します。kintoneフィールドではなく固定値を設定する場合は右側の

入力欄に値を設定します

固定値の場合はこちらに入力

④契約書自身の情報を入力します
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契約書テンプレートの設定

①一度設定を保存します

②次に帳票デザイナーを起動します
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契約書テンプレートの設定

①署名者の方に署名が必要なエリアに

「画像フレーム」を配置します

②kintone：mainのDBを設定

③GMOサインの機能が有効で、適切な帳票設定が行われていれば

「GSIGN：SIGNATURE」

のアイテムが選択出来るようになっていますので、署名者の番号に合わせて設定してください。

例）署名者1＝GSIGN：SIGNATURE01 となります
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契約書テンプレートの設定

①更新ボタンをクリックして設定を反映します

②正しく設定されていれば

「GMOサイン＋署名者番号」

のプレビューアイコンが表示されます

③設定を保存してください



契約書を送信する
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契約書を送信する

GMOサイン機能のボタン

GMOサイン機能のボタン

一覧画面

詳細画面
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契約書を送信する

②このアプリで利用出来る契約書が表示され

ていますので、選択してください
①GMOサインのボタンをクリック

③各種設定値はk-Report管理画面側

で設定した値がデフォルトでセットされていま

す。

今回の契約書送信で内容を変更する場

合は、適宜設定内容を更新してください。

④送信設定が完了しましたら、「契約書送信」ボタンを押しま

しょう。

kintone詳細レコードの画面であれば該当のレコードデータが、

kintoneの一覧画面であれば対象のレコード全体で契約書の

送信が行われます（一括送信は最大100件まで）
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